
（別紙３）

～ R8年　6月　26日

（対象者数） 17名 （回答者数） 15名

～ R8年　6月　26日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
できる事をもっと増やしていきたい。保護者の方との連携を
取って目標に向かって一緒に支援を考えていける場を作って
いきたい。

2
子ども達の様子をよく見て情報共有をして支援の幅を広げて
いきたい。

3 交流できる機会をもっと増やしていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 親子参観や保護者の方との交流をもっと増やしていきたい。

2 地域交流できるところを積極的に探して行動していく。

3

子ども達の特性に寄り添った支援をしている。
1.2階で低学年、高学年でフロアを分けて子どもたちにあった

活動内容をそれぞれで考えて取り組んでいる。

一人ひとりの支援について職員同士で意見を出し合いより良い
療育ができるように考えている。

毎日、打ち合わせで当日の支援について話し合いをし支援の準
備を行っている。昨日より今日の方がもっといい支援ができる

ようにと考えている。

グループ施設と交流する機会がある。
祝日や⾧期休みの際に他の施設と交流する機会を増やしてい

る。コミュニケーション能力を伸ばす場や交友関係が広がる場
がもてる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者の方との交流が少ない 保護者の方との交流する機会が少ない

地域の方との交流が少ない 地域交流できる場を見つけられていない

R8年　6月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　6月　29日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後デイサービス　ギフト幸田

○保護者評価実施期間 R8年　6月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


